理-05-国-高専-問-08

 eq \o\ac(□,８)
鉄および銅に関する実験を行った。これらについて次の問１から問４に答えよ。

実験１
鉄とeq \o(\s\up 9(い),硫)

eq \o(\s\up 9(おう),黄)の反応

鉄と硫黄を乳ばちでよく混ぜ合わせてから試験管に入れた。図１のように混合物の上部を加熱し，色が赤く変わり始めたころ加熱をやめ，その後ゆっくり温度を下げた。

	問１
この実験について，次の文章中の空欄①から③に最も適当な言葉を入れよ。

鉄と硫黄を混ぜ合わせて熱すると激しい反応が起こり，その結果（　①　）という物質ができる。この実験のように２種類以上の原子が結びついてできた物質を（　②　）という。①の物質にうすい（　③　）を入れるとにおいの強い気体が出てくる。ただし，③に水酸化ナトリウム水溶液を加えると，塩化ナトリウムと水ができる。
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問２
実験１で起こっている化学変化を反応式で表せ。

実験２
銅と酸素の反応

ステンレス皿の質量をはかった後に，この皿の中に銅の粉末を1.0ｇ入れた。次に銅の粉末を皿に広げ，ガスバーナー上でときどきかき混ぜながら５分間加熱し，よく冷えてから全体の質量をはかった。そして，下線部分の操作をくり返して，図２のような結果を得た。

この後，銅の質量を2.0ｇ，3.0ｇ，4.0ｇ，および5.0ｇと変えて同様な実験をくり返した。なお。皿の中に何も入れないで加熱したときは，ステンレス皿の質量に変化は見られなかった。
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問３
これらの実験結果を，「銅の質量〔ｇ〕」と「化合した酔素の質量〔ｇ〕」の関係を示すグラフ（図３）にまとめたい。図３には銅の質量が1.0ｇの結果だけを示してある。図中に０ｇ，2.0ｇ，3.0ｇ，4.0ｇおよび5.0ｇについて考えられる結果を●で書き入れ，それらの●を線で結んでグラフを完成させよ。

また，縦軸の「化合した酸素の質量〔ｇ〕」の空欄①から③には適切な数値を入れよ。
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問４
実験２で，銅原子がすべて酸素分子と反応して酸化銅になったとすると，銅原子20個は何個の酸素分子と反応したことになるか，その個数を書け。
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